
液状化調査について

地下水に浸った砂質の地盤が、強い地震動によって液体のように流動化することを「液状化」といいます。
液状化が起こると、地盤沈下によって、地下の埋蔵物が損壊したり、建物が傾斜したりします。

液状化とは

液状化のメカニズム

地震時に液状化しやすい地盤とは

液状化は、埋立地盤などの人口造成地盤や比較的最近に堆積した沖積層といった、地下水位が高く、
緩く堆積した（土同士の粒子間が緩い）砂質地盤で起こりやすいと言えます。（場合によってはシルト・礫でも
発生）つまり、そういった要因を調べることで、液状化の発生リスクを確認することが出来ます。
液状化は、一度起こった地層でも浅部については再び起こる可能性があるという研究成果も公表されてお
り、一度液状化が起こった地層も再液状化の可能性があると考えたほうが良いでしょう。

（洪積層）

（第三紀層以前）

（沖積層）
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≪液状化による不同沈下の被害≫ ≪液状化による抜け上がり被害≫

支持杭で支えられている構造物は、実質沈下量はゼロだ
が、周りが液状化の影響で著しく沈下し ① と ② の高低
差が生じたと考えられる。

液状化の影響で不同沈下した交番。
地盤補強工事はせずに建築したと
考えられる。

バラバラになった砂の粒が沈んで地面に水が出て
くる。砂まじりの水が噴き出すこともある。（噴砂）

地盤沈下

地震
発生

砂の粒同士が離れて
水に浮いた状態。
（液状化）

通常

砂の粒がお互いにかみ合っていて
その間に水がある状態。
（安定している）



事業推進室（担当 児玉） ： 03-5624-1545
液状化についてのお問合せ先 

液状化の危険度を判定する方法②   SDS試験を利用した簡易液状化判定

液状化の危険度を判定する方法①   ボーリング調査を利用した詳細な液状化判定

液状化対策の現状

ボーリング調査時に地下水位と土の締まり具合、土の構成（砂質土かどうか）を調べ、代表的な地層は室内土
質試験にかけて詳細に調べます。この判定方法では想定される地震に対するリスク検討を行うことができるの
で、地震の規模（マグニチュード）と計画地でのゆれの強さを設定し、計画地の各土層毎に液状化発生がどの
程度安全か検討します。そして、各土層の安全性を検証後に地盤全体の危険性を判断します。

SDS試験により土を採取することなく土質（砂質かどうか）を判別し、併せて地盤調査時に水位測定にて
地下水位を確認することで、液状化リスクを3段階で判定します（小規模建築物基礎設計指針に基づく）。
ボーリング調査を利用した詳細な液状化判定に比べ、簡易的ではありますが安価で短納期に、実際の現場で
調査が行えるという特徴があります。

戸建住宅を想定した小規模建築物の場合、液状化対策を行うかどうか、またその対策工法の選択について
明確な基準等は存在しておらず、また①自然災害という規模や発生時期について予測できない性質のもので
あることや、②予算に限りがあるため、万全の対策工法が無いというのが現状です。ここではⅰ『液状化が発
生した場合に、建物への液状化被害を軽減する』 ⅱ『液状化で建物に不同沈下が生じても復旧しやすい』と
いう視点から小規模建築物基礎設計指針に紹介されている対策工法を紹介します。

約2.0ｍ

浅層混合処理工法
（表層地盤改良）

先端G.L.-10ｍ
付近

柱状地盤補強
または 杭基礎

液状化によって地表面が変状あ
るいは地盤の支持力を失って
も、柱状地盤補強や杭によって
建物の傾斜や、その影響による
建物への被害を抑制しようとす
るものです。

基礎底面下の表層土を建築物
位置全面にわたって地盤改良す
ることで、堅固な支持地盤を構
築し液状化の発生やその影響
による建物への被害を抑制しよ
うとするものです。

建物全体の剛性を高めることに
よって『への字』の変形などの被
害を抑制し、建物が不同沈下し
た場合でも、復旧しやすいように
しようとするものです。

ボーリング調査 室内土質試験

SDS試験 水位測定

ベタ基礎


